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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期中間期 258 - △30 - △30 - △28 -

2024年3月期中間期 - - - - - - - -

（注）中間包括利益 2025年3月期中間期  △28百万円（-％） 2024年3月期中間期  -百万円（-％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり中間純利益

円 銭 円 銭

2025年3月期中間期 △61.17 -

2024年3月期中間期 - -

（注）1．2024年3月期中間期においては、中間連結財務諸表を作成していないため、2024年3月期中間期の数値及び対
前年中間期増減率、並びに2025年3月期中間期の対前年中間期増減率については記載しておりません。

　　　2．潜在株式調整後１株当たり中間純利益について、2025年3月期中間期は、潜在株式は存在するものの、当社株
式が非上場であり期中平均株価が把握できないこと及び中間純損失を計上しているため記載しておりません。

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期中間期 207 2 1.2 5.51

2024年3月期 259 30 11.9 66.67

（参考）自己資本 2025年9月期中間期 2百万円 2024年3月期 30百万円

年間配当金

中間期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 0.00 0.00 0.00

2025年3月期 0.00

2025年3月期（予想） - -

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 661 17.3 5 171.2 5 △44.6 9 151.2 20円35銭

１．2025年3月期中間期の連結業績（2024年4月1日～2024年9月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年3月期の連結業績予想（2024年4月1日～2025年3月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期中間期 462,000株 2024年3月期 462,000株

②  期末自己株式数 2025年3月期中間期 -株 2024年3月期 -株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年3月期中間期 462,000株 2024年3月期中間期 -株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．10「２．中間連結財務諸表及び主な注記（５）中間連結財務諸表に関する注記事項（中間

財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  中間決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、中間決算短信（添付資料）

3ページの「1．当中間決算に関する定性的情報（4）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さ
い。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間（2024年4月1日～2024年9月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境が徐々に改善す

る一方で、国際情勢の影響によるエネルギー・原材料価格の高騰や、通貨間の金利差による円安状態は依然として

継続しており、先行きが不透明な状況で推移しております。

当社グループを取り巻く日本国内外のクラウド市場につきましては、引き続き急速に成長しており、デジタルト

ランスフォーメーションに関する投資やAI、IoTといった技術への関心の強さから、様々な分野や企業及び個人が

クラウド技術やクラウドサービスを活用しております。

このような経営環境のもと、当社においては「Amimoto」を中心としたWordPressのフルマネージドホスティング

サービスの継続的な開発・改善を図るとともに、WordPressに特化したWebサイトの制作・インフラ保守・改善のた

めの調査及び改善対応等を展開するほか、新規プロダクトである「FinanScope」において、上場・IPO準備企業へ

のサービス展開を本格化するなど、顧客基盤の強化と収益源の多様化を図って参りました。

また、子会社である株式会社ヘプタゴンにおいて、生成AIに関するサービスについて本格展開し、アマゾン ウ

ェブ サービス ジャパン合同会社が2024年7月22日から開始した「AWS ジャパン生成AI実用化推進プログラム」に

も推進パートナーとして参画するなど、AIやIoTシステムの開発といったサービスを積極展開しております。

一方で、グループ全体での積極的な人材採用や教育研修などの人的資本投資により、営業・開発・管理にかかる

人件費及び研修費等が増加いたしました。また、当社グループとAWSとの取引にかかる利用料は米ドル建てで取引

を行っており、昨今の円安の影響でその利用料等が増加いたしました。

以上のような背景のもと、当中間連結会計期間における当社グループの経営成績は、売上高258,189千円、営業

損失30,862千円、経常損失30,967千円、親会社株主に帰属する中間純損失28,262千円となりました。

なお、当社グループはクラウドサービス事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載はしておりませ

ん。また、当中間連結会計期間は中間連結財務諸表の作成初年度であるため、前年同期との比較分析は行っており

ません。

（２）当中間期の財政状態の概況

（流動資産）

当中間連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ75,358千円減少（37.6%減）し 

124,837千円となりました。これは主として、現金及び預金が43,706千円、売掛金が34,104千円減少したことによ

ります。

（固定資産）

当中間連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ24,184千円増加（41.1%増）し

83,095千円となりました。これは主として、ソフトウエアが25,113千円、保険積立金が6,813千円増加したものの

投資有価証券が5,000千円、のれんが1,426千円、繰延税金資産が1,148千円減少したことによります。

（流動負債）

当中間連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ34,136千円減少(27.4%減）し90,662

千円となりました。これは主として、契約負債が9,335千円増加したものの未払金が15,765千円、賞与引当金が

14,420千円、未払消費税等が10,497千円、未払法人税等が3,437千円減少したことによります。

（固定負債）

当中間連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ11,218千円増加（10.8%増）し

114,724千円となりました。これは、長期借入金が11,218千円増加したことによります。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産の残高は、親会社株主に帰属する中間純損失28,262千円の計上等により前

連結会計年度末に比べ28,255千円減少（91.7%減）し、2,546千円となりました。
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（３）当中間期のキャッシュ・フローの概況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は73,502千円（前連結会計年

度末比43,706千円減）となりました。当中間連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因

は次のとおりであります。なお、当中間連結会計期間は中間連結財務諸表の作成初年度であるため、前年中間期と

の比較分析は行っておりません。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、支出した資金は31,555千円となりました。これは主として、売上債権の減少額34,104千円、契

約負債の増加額9,335千円を計上したものの、税金等調整前中間純損失26,887千円及び投資有価証券売却益4,080千

円の計上、未払金の減少額15,765千円、賞与引当金の減少額14,420千円、未払消費税等の減少額10,497千円を計上

したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、支出した資金は25,285千円となりました。これは主として、投資有価証券の売却による収入

9,080千円を計上したものの、自社利用ソフトウエアの開発による無形固定資産の取得による支出27,551千円、保

険積立金の積立による支出6,813千円の発生によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、獲得した資金は13,126千円となりました。これは主として、長期借入れによる収入20,000千円

を計上したものの、長期借入金の返済による支出6,874千円の計上によるものであります。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年3月期の業績予想につきましては、2024年10月18日付の決算短信で公表いたしました業績予想から変更は 

ありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年3月31日）

当中間連結会計期間
（2024年9月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 117,209 73,502

売掛金 81,396 47,292

その他 1,906 4,295

貸倒引当金 △316 △252

流動資産合計 200,195 124,837

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品（純額） 0 0

有形固定資産合計 0 0

無形固定資産

ソフトウエア 22,589 47,703

のれん 4,753 3,327

無形固定資産合計 27,342 51,030

投資その他の資産

投資有価証券 5,000 -

保険積立金 21,329 28,143

繰延税金資産 1,317 168

その他 3,921 3,752

投資その他の資産合計 31,568 32,064

固定資産合計 58,911 83,095

資産合計 259,107 207,933

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年3月31日）

当中間連結会計期間
（2024年9月30日）

負債の部

流動負債

1年内返済予定の長期借入金 12,324 14,232

未払金 35,713 19,948

未払法人税等 3,662 225

未払消費税等 12,928 2,431

賞与引当金 16,894 2,473

契約負債 29,340 38,676

その他 13,935 12,676

流動負債合計 124,799 90,662

固定負債

長期借入金 103,506 114,724

固定負債合計 103,506 114,724

負債合計 228,305 205,386

純資産の部

株主資本

資本金 5,450 5,450

資本剰余金 37,410 37,410

利益剰余金 △12,084 △40,347

株主資本合計 30,775 2,512

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 25 33

その他の包括利益累計額合計 25 33

純資産合計 30,801 2,546

負債純資産合計 259,107 207,933
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（単位：千円）

当中間連結会計期間
（自　2024年4月1日
至　2024年9月30日）

売上高 258,189

売上原価 178,456

売上総利益 79,733

販売費及び一般管理費 110,595

営業損失（△） △30,862

営業外収益

受取利息 10

助成金収入 220

その他 194

営業外収益合計 425

営業外費用

支払利息 530

営業外費用合計 530

経常損失（△） △30,967

特別利益

投資有価証券売却益 4,080

特別利益合計 4,080

税金等調整前中間純損失（△） △26,887

法人税等 1,375

中間純損失（△） △28,262

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △28,262

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

当中間連結会計期間
（自　2024年4月1日
至　2024年9月30日）

中間純損失（△） △28,262

その他の包括利益

為替換算調整勘定 7

その他の包括利益合計 7

中間包括利益 △28,255

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △28,255

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益

累計額合計

当期首残高 5,450 37,410 △12,084 30,775 25 25 30,801

当中間期変動額

親会社株主に帰属する中間
純損失（△）

△28,262 △28,262 △28,262

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

7 7 7

当中間期変動額合計 - - △28,262 △28,262 7 7 △28,255

当中間期末残高 5,450 37,410 △40,347 2,512 33 33 2,546

（３）中間連結株主資本等変動計算書

当中間連結会計期間（自　2024年4月1日　至　2024年9月30日）
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（単位：千円）

当中間連結会計期間
（自　2024年4月1日
至　2024年9月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △26,887

ソフトウエア償却費 2,437

のれん償却費 1,426

貸倒引当金の増減額（△は減少） △64

受取利息 △10

支払利息 530

投資有価証券売却益 △4,080

売上債権の増減額（△は増加） 34,104

未払金の増減額（△は減少） △15,765

契約負債の増減額（△は減少） 9,335

賞与引当金の増減額（△は減少） △14,420

未払消費税等の増減額（△は減少） △10,497

その他 △3,480

小計 △27,372

利息及び配当金の受取額 10

利息の支払額 △530

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △3,663

営業活動によるキャッシュ・フロー △31,555

投資活動によるキャッシュ・フロー

無形固定資産の取得による支出 △27,551

投資有価証券の売却による収入 9,080

保険積立金の積立による支出 △6,813

投資活動によるキャッシュ・フロー △25,285

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △6,874

長期借入れによる収入 20,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 13,126

現金及び現金同等物に係る換算差額 7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △43,706

現金及び現金同等物の期首残高 117,209

現金及び現金同等物の中間期末残高 73,502

（４）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

税金費用の計算

中間連結会計期間における税金費用につきましては、簡便法により計算しているため、法人税等調整額は「法人税

等」に含めて表示しております。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、クラウドサービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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